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Planktonic diatom biostratigraphy of the late
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Thc liltc Cenozoic history of climlltic zuld ell¥'ironmenLal changes In continent~ll Asiil h{Is been recorcled in the 
bottom ~,'edimenl~,' of' Ltlkc Bilikul, To undcr~, ttlnd thc ecological ilnpact of climate rluctuntion on planktonic dlatoms 
in lhe lake, i ilnillyled the planktonic diatoms from core BDP-98. The taxonomic l'esLIILS show thzlt sixty species and 
their ¥'arieties of the diatoms occurred in the Inke during [he lille Cenoz.oic. The straligraphic r~mges oi' the diatom 
s pecies del=ine eighteen diatom zones during the pasl (J~.4 lvlil. The blogenic-silica contenl iulalysis of the core mLlkes 
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 ciearthechanges・f貧quaticpr・ductivltyihtheiake、M・rph・1・gicalcha1]gesintheO/c1αe"'H1コ1剛ag1α'ρ(C・
 1η傭a.C.αηa'a,a月〔1C.わ漁1α1瑚t・・kplaceatintel・vals・fglaciah・interglacialclimatetrallsiti・n・lmとしdeall
 agemodelforthecoreBDP-98basedonacompal・isolloftllediatombiostmtig1・aphybe[weenthecoresBDP-98and
BDP-96.Thetransitionofthediatomasselllbjageref]ectsthelow&quaticl)roductMtyhlthelakeandthetelTesn'ia1
0oralchangehltheBaikaldrahlagebasin.ThcclimatecoolhlghltheNorthemHemlspherehashadalleffectonthe
 surv1valofplanktollicdiatomsinthelake,Thechangesillf1'ustulemorphologiesarecohlcidentwiしhthe
 pa]e・elwh・・nmelltaHヨuctuati・nshlthewatershed・fthelake・Thediat・mbi・ll・riz・11sf。rthelateCen・z・ic
 lacllstl'illesedi1τ1elltsal・efolmdfroIlltheanalysisoftheworldwidegeologicaldistributionofthefreshwaterdiatoms.
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 論文審査の結果の要旨
 本研究では,バイカル湖湖底より掘削したコア堆積物より産出する珪藻化石について,古生物学的お
 よび珪藻学的研究を行った。その結果,過去における生産量変動,群集の変遷,殻形態の変化を解明す
 ることができ,過去に起きた地球規模の環境変動が,バイカル湖に及ぼした影響を見積もることが可能
 となった。
 本論文では,過去840万年の問にバイカル湖に生息した浮遊性珪藻は60種に及び,それらには多くの固
 有種・固有グループ・固有1,鴫が含まれていることを明らかにした。また,過去840万年間の珪藻化石層序
 の確立に成功し,!8層の化石帯が認識された。これらの知見はバイカル湖における浮遊性珪藻の全貌を
 知る上で非常に重要である。本論文では,これまで未解決であったBDP-98コアの年代モデルに関する問
 題点を解決し,Horiucllietal.(2003)の結果が正しいことを証明した。この結果は,バイカル湖から採取
 された堆積物の年代を決定する」1で大きな意味を持ち,バイカル湖内における珪藻生産量変動や珪藻属
 の産山が,バイカル湖集水域における植生や北半球寒冷化イベントなどのグローバルな環境変動と対応
 していていたことを示している。更に,環境変動がバイカル湖のような閉鎖系に生息している生物の進
 化に対して与える影響を考察する上で,貴重な情報を提供する。一方,第四紀後半における珪藻の殻形
 態の時間的変化が氷期・間氷期変動に対応していた事実が明らかにされた。この結果は,生物の形の種
 内変異や時間的変動を引き起こす要因を探る.ヒで,非常に重要な知見であると考えられる。本論文では,
 世界的に対比できる珪藻化石の生層序基準面を3つ設定することができた。この結果は,陸.」二淡水堆積物
 を世界的に対比する1二で今後有用となる。
 本論文は,提出者である岩下智洋が,自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有す
 ることを示している。従って,岩下智洋提出の博士論文は,博士(理学)の学位論文として合格と認め
 る〔,
 一337一
